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研究成果の概要（和文）：本研究では日本史学研究における研究過程支援のため，史料目録・テキスト等から史
学的知識を抽出し，知識間・知識－史料間・史料間などの関係を明確にしながら，内在する史学的知識・暗黙知
を外在化する研究を行うため，特に（1）史学的知識の抽出・蓄積，（2）史学的知識間，史料学的知識－史料
間，史料間の関連性の検出，（3）知識表現・関連表現とそれらを用いた検索手法の確立を目指した．

研究成果の概要（英文）：In the study, in order to support the research process in Japanese 
historical research, we externalize the inherent historical knowledge and tacit knowledge by 
extracting historical knowledge from historical catalog and  text and clarifying relations such as 
inter-knowledge / knowledge-historical materials / historical materials. Particularly, we tackled 
(1) extraction and accumulation of historical knowledge, (2) relation detection of inter-historical 
knowledge, historical knowledge-historical materials and between historical materials, (3) knowledge
 representation and related expressions and search using them.

研究分野： データ工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本史学研究を展開する場合，まず研究素材
となる日本史史料を調査・蒐集，読解，史料
批判を行う必要がある．調査・蒐集では，国
内外に点在する日本史に関係する史料につ
いて，史料名・所蔵情報・時間情報・形態な
どのメタデータを集約し，マイクロフィルム
撮影・デジタル撮影などによる複写を行い，
デジタル画像化を行う．次に，採訪により蒐
集した史料をもとに，翻刻・索引付け・標出
作成などの読解を行う．また歴史研究を進め
る上で実証可能であるかを判断する史料批
判も行う．これらの過程を経ることで論点を
引き出し，歴史モデルを構成する．各過程で
生成される情報は膨大であるが，多様な史料
をもとに実証していく必要がある．これまで，
東京大学史料編纂所（以下，史料編纂所）歴
史情報データベース（以下，SHIPS DB），国
文学研究資料館日本古典籍総合目録データ
ベース，国立国会図書館サーチ（以下，NDL 
Search）などに代表されるデータベース検索
サービスにより，日本史史料の目録・画像・
テキストを検索することができるようにな
り，調査・蒐集のタスクを軽減することがで
きるようになった．しかしながら，読解や史
料批判などを行った結果を用いた検索・利活
用を可能とする方法論，およびシステム化は
まだ確立していない．特に，関連する人物・
空間・時間などの史学的知識を用いて検索し，
史料を関連付ける方法論について，量的に膨
大に扱うことを念頭に置いた方法論につい
ては確立していない．日本中世史，特に戦国
時代における史料研究では，扱う史料の点数
は膨大であるため，その時代を全体的に議論
すること自体が困難である．そのため，特定
の家・寺社・地域を扱うなど，ドメインを絞
り込むことで研究を進展している．しかしな
がら，日本史として展開する上では全域にお
ける歴史像を見出すことは不可避である．そ
のため，日本史学研究における研究過程，特
に読解・史料批判を支援するために，（1）史
学的知識の抽出・蓄積，（2）史学的知識間，
史学的知識-史料間，史料間の関連性の検出，
（3）知識表現・関連表現とそれらを用いた
検索手法の確立，を行い，内在する研究的知
識・暗黙知の外在化を目指す． 
 
２．研究の目的 
前述の研究の学術的背景に基づき，本研究で
は以下について明らかにする．本研究では，
SHIPS DB における各データを素材とする
ことを想定する．SHIPS DB には史料目録・
画像，フルテキスト，索引（人名・地名・事
項）などを検索対象としてサービスしている． 
（1）史学的知識の抽出・蓄積 
文献史料は，古文書，古記録，聖教の 3 つに
分類することができる．古文書の場合，記述
された時間，さらに差出・宛所の人物情報，
記述された文面から，人物・空間情報，事件・
事項などが抽出できると考えられる．また古

記録の場合，記述した人物，各日の事件・事
項・人物・空間情報などが，聖教の場合であ
れば，奥書より人物・時間情報などが抽出で
きると考えられる．これらの史学的知識は，
これまでは人手で抽出されてきた．しかしな
がら，日本中世史で扱う史料は膨大な点数で
あり，調査・収集により新史料が発見される
ことも稀ではないため，人手での抽出には限
界がある．そこで，自動的に抽出する手法を
検討する．史料テキストからの抽出に加え，
史料目録や索引などの情報を組み合わせる
ことで，より洗練された史学的知識の抽出を
行う． 
また，「史料学研究支援のためのアノテーシ
ョン管理基盤に関する研究」（若手研究（B），
2009-2011 年度）において実施したアノテー
ションを利活用した研究的知見の情報基盤
の成果を取り入れつつ，実施していく． 
（2）史学的知識間・史学的知識-史料間・史
料間の関連性の検出 
ベクトル空間モデルやトピックモデルの 1つ
である LDA（Latent Dirichlet Allocation）
などの機械学習手法を適用することで，史学
的知識間・史学的知識-史料間・史料間の関連
性の検出を行う．特に LDA では潜在する話
題に基づき分類を行うことが可能であるた
め，文字列だけでの共起関係から意味的な要
因の共起関係を扱うことが可能となる．意味
的な要因の共起関係を分析することで，史学
的研究における暗黙知・暗黙的理解を明示で
きると期待している． 
（1）により抽出・蓄積した知識をもとに，
各史料を分析し，ベクトル空間モデルや LDA
により，史学的知識と史料の関係を明示する．
また，史学的知識の共起関係を検出すること
で知識間の明示化を図る．さらに，史料間の
関係を知識間関係・知識-史料間関係，および，
史料目録における史料間の関係を取り入れ
ながら，明示化を進める． 
（3）知識表現・関連表現とそれらを用いた
検索手法の確立 
（1）により検出・蓄積された知識を機械可
読も可能な形式で表現していく．このとき
RDF や Linked Data などの semantic web
技術を考慮して進める．また，（2）における
関連性についての表現も同様に進めていく． 
蓄積した知識・関連を用いた検索手法も考慮
していく．例えば，同一の話題である史料や，
空間・時間などの要素も加味した検索を実現
していく．さらに，各種史料と関連する史学
的知識や史料も合わせて提示する手法につ
いても検討を進める． 
 
３．研究の方法 
本研究では日本史学研究における研究過程
支援のため，史料目録・テキストから史学的
知識を抽出し，知識間・知識-史料間・史料
間などの関係を明確にしながら，内在する史
学的知識・暗黙知を外在化する研究を行うた
め，以下の問題を解決する． 



（1）史学的知識の抽出・蓄積 
本研究では，SHIPSDB における各データを素
材とすることを想定する．SHIPSDB における
「所蔵史料目録 DB」や「日本古文書ユニオン
カタログ」などでは史料目録，「古文書フル
テキスト DB」や「古記録フルテキスト DB」
などでは史料テキスト，「大日本史料総合 DB」
や「中世記録人名索引 DB」などでは索引（人
名・地名・事項など）を提供している．史学
的知識の抽出においては，史料テキストから
抽出するとともに，史料目録や索引情報も用
いる．史料テキストからの抽出では，前述し
た先行研究により，日本南北朝期史料のテキ
ストを対象とした単語分割が可能であるた
め，この手法を用い，さらなる精度向上を図
る．また SHIPSDB における索引情報を用いる
などにより，史学的知識に関するタギングを
行う．未知である場合については改めて検討
するが，「（2）史学的知識間，史学的知識-史
料間，史料間の関連性の検出」で述べる方法
を用いることで，自動的にタギングできる方
法について検討し，最適な手法を探求する．
また，知識の蓄積方法についても検討する．
ここでは「（3）知識表現・関連表現とそれら
を用いた検索手法の確立」の方法と連動しな
がら，最適な手法を探求する． 
（2）史学的知識間，史学的知識-史料間，史
料間の関連性の検出 
抽出した知識を蓄積することにより，知識間
や知識-史料間での新たな関係を見出す．こ
のとき，LDA などのトピックモデルなどを利
用することで客観的な関係を見出す．ここで
の方法は，基本的には教師無し学習的方法を
応用することで実現していく．また，時空間
情報などを史学的知識と関係づけていくこ
とで，いつ・どこで・なにに関する知識であ
るかが明確になっていき，時系列変化・空間
的変化を追跡できるようになる．さらに
SHIPS DB 内に知識，および，知識間関係が格
納してあれば，それも用いて半教師あり学習
的方法により，新たな関係もしくは見いだし
てきた関係に対するサポートなど，洗練され
た知識となりうる．洗練された史学的知識を
もとに史料間を関係づけていく．ここでの史
料間関係は，これまでの史料目録や単語共起
をベースとする関係だけでなく，意味的・潜
在的な要因に基づくものであろうと考えら
れる． 
（3）知識表現・関連表現とそれらを用いた
検索手法の確立 
知識や知識間関連などの表現においては，
RDFや Linked Data に代表される sematic web
の適用可能性の検討を進める．表現方法は，
抽出される史学的知識や各種関連に依存す
ると考えられるが，汎用的に利用可能な表現
形式をデザインしていく．また，オープンア
クセス可能な提供方法を模索する．ここでの
オープンアクセスの対象は，抽出した知識，
知識間関連，および，典拠となる史料を想定
している．また，SHIPS DB における各種史料

検索サービスにおいて，これらの知識や各種
関連を用いた検索手法について検討し，最適
な方法を模索する．ここで，デザインされた
知識および各種関連を用いた検索を実現す
べく，検索インターフェースのプロトタイピ
ングを進めていく． 
 
４．研究成果 
平成 26 年度は，史学研究者が研究過程で蓄
積している史学的知識，特に天正記の史料を
用いて人名・時間に着目し，調査・分析を進
め，分析の結果に基づき，知識および各種関
連の表現方法，さらに蓄積方法を提案するた
め，上記の（1）および（3）についてデザイ
ンし，プロトタイピングを進めた．これによ
り，ある人物を時系列に追跡し，人名間の関
係を提示するなどの日本史における人名に
関するテキストマイニングの実現を進めた．
最初の段階であるため，人名・時間に特化し
てシステムのプロトタイピングしテキスト
マイニングの結果を分析した．しかしながら，
他の知識については扱っていないため，知識
表現・各種関連のデザインや蓄積のためのプ
ロトタイプシステムの完成度は低く，上記の
（3）における検索手法としては，十分な機
能を持ち合わせていないと考えられる．この
後，史学研究者から初期段階でのプロトタイ
プの利用を通じた率直な意見を収集し，それ
を分析することでよりよいシステムを構築
していくことができると考えている． 
平成 27 年度は，（1）についてさらに深化さ
せ，天正期の古記録テキストから精度の高い
史学的知識の抽出を行った．（2）について検
討を進める上で，対象史料の拡大は必須であ
ると考え，尊卑分脈や柳営補任のような家系
図や任免記録も対象として史学的知識の蓄
積を行い，これらの結果をもとに，（3）につ
いての対象範囲を拡大するための改善を行
った．さらに（3）について，RDF を用いた知
識表現・関連表現方法を検討した． 
平成 28 年度は，（1）について天正期以外へ
適用するなどによりさらに深化させた．さら
に，これまで進めてきたセマンティックウェ
ブ技術，具体的には RDF を用いた知識表現お
よびその蓄積方法を適用し，蓄積してきた人
名の関連を抽出してきた．（3）については蓄
積した史学的知識に対するセマンティック
ウェブ技術を用いた検索方式，具体的には
SPARQL を用いた検索手法を提案し，さらにそ
れをプロトタイピングしたウェブシステム
上にて適用するなど，さらなる深化に努めた．
（2）について，時代・性格の異なる史料群
を対象とすることで知識等の関連の検出す
るため，系図類や任免記録等を，史学研究者
とともに性格や史学研究における利用等に
ついて洗い出しを行い，史料−史学的知識間
の関連について検討を進めた．これまでの研
究成果を人文科学とコンピュータシンポジ
ウムじんもんこん 2016 や国際会議 Digital 
Humanities 2016 などで発表した． 



平成 29 年度は，人名検索システムをさらに
深化させ，人名とその典拠史料を示し，さら
に時系列に分析できる機能を設けた．また空
間的分析手法についても提案した．これまで
の研究成果を人文科学とコンピュータシン
ポジウムじんもんこん 2017 や国際会議
Digital Humanities 2017 などで発表した． 
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